



































	 粧ひ」 に注目し、 『吉原細見』 や 『閑談数刻』 、成田山の 『甲戌文化十一年










　【図１】 は、奉納手拭いが描き込まれた、五渡亭歌川国貞の筆になる遊女絵の揃い物である。板元は伊勢屋利兵衛である。管見の限り、 「玉屋内しら玉」 【図１Ａ】 、 「松葉屋内粧ひ」 【図１Ｂ】 、 「岡本屋内巻の尾」 【図１Ｃ】 、 「岡本屋内重里枝 （しげりえ） 」 【図１Ｄ】 および 「鶴屋内かしく」 【図１Ｅ】 が知られている。この揃い物 開版時期の特定を試み、開板動機を考えてみよう。　五枚の絵がすべて同じ時に板行されたとすると、それは五人が同時に吉原にいた時期である。 「白玉」 、 「粧ひ」 、 「巻
の尾」 、 「しげり枝」 および 「かしく」 の在楼の時期を 『吉原細見』 内容を参考に表一に示す。開板時期の上限および下限を決めているのが、岡本屋の「巻の尾 であることが分かる。すなわち この五人が同時に吉原にいたのは、文化
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十四年（一八一七）卯から文政二年（一八一九）春までということになる。ちなみに、改印の様式からは、文化十一年（一八一四） までは 「極印」 および 「行事副印」 が押されているので、 「極印」 だけのこの絵は文化十二年 （一八一五） 以降に開版されたことを示しており、上述の結論と矛盾はない。　
遊女絵は合目的的に作成される。この揃い物の開版動機は何であろうか。吉原では、文化十三年 （一八一六） 五月に
火災があり、吉原の外に出て仮宅営業した。仮宅から吉原に戻るイベントに合わせて板行されたのが 『吉原細見』 卯月板である。すなわち、この揃い物は、この帰還を宣伝するため 企画され、文化十四年 （一八一七） の春に板行されたものと考えられる。このイベント 宣伝する絵として、同じく伊勢屋利兵衛の開板 なる、柳川重信筆の揃い物がある
（２）
。重信の絵の場合には、妓楼の暖簾を大きく描き込んでいるのが特徴である【図２】 。本奉納手拭いの揃い物で
は暖簾ではなく手拭いではあるが 共通の雰囲気を感じさせる。　【表１】 に明らかなように、この絵が開版されたと考えられる文化十四年において揚代を比較すると、 「粧ひ」 における一両は 「白玉」 や 「かしく」 の三分と比べ一・三倍であり、 「巻の尾」 および 「しげり枝」 の二分 比べ と倍であることが分かる。　　　　
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 文化十一年 （一八一四） 成田山江戸出開帳
　
絵にある 「玉屋内白玉」 と 「松葉屋内粧ひ」 に注目すると、この二人は、文化十一年 （一八一四） の成田山の江戸深川永






に新吉原町松葉屋内 「装ひ」 が、黒天鵞絨水引 （水引幕） および金五百疋を納めたと記録に残されている。また三月十一日には玉屋内 「白玉」 が、桃灯 （差渡二尺、長七尺） 一対、雨覆 （高一丈三尺、巾一間）および金五百疋を納めたと記録に残されている。金五百疋はおおよそ十数万円 相当す 。　
この出開帳には、江戸市中の多くの講や、個人、店あるい





丁目右側四軒目の武蔵屋の 「やりて」 である。三月二十一日には新吉原講中より五十両が寄進されている。世話人として小林屋文蔵の名前が残されている。すなわち、京町一丁目左側八軒目の惣半籬「小林文蔵」である。三月二十八日には新吉原御神酒講中より四両二分れ、四月一 新吉原護摩講 （世話人伊助） よ 十五両が寄進されている。　
記録を見




出開帳はその後も、天保四年 （一八三三） 、天保十三年 （一八四二） およ














 松葉屋内 「粧ひ」 について
　「粧ひ」 に関する情報としては、冒頭に紹介した遊女絵 「奉納手拭い揃い物」 の他に、客観的な時系列情報としての遊女の名寄せ 『吉原細見』 、および、前節に紹介した成田山 『甲戌文化十一年二月吉日奉納請取帳』 がある。これらに加え、本節に詳しく紹介する 『閑談数刻』
（４）
における記載内容は重要な手がかりとなる。
　「粧ひ」 は辰の年、すなわち、安政三年丙辰 （一八五六） に六十四歳 （数え年） であり、幼い頃から松葉屋にいて実の娘のように育てられ、紋として 「銀杏」 を使っていた。　「粧ひ」 は松葉屋では重い名跡であるので、 『吉原細見』 において、途切れることなく常に上位にある。 【表２】 に示すように、文化三年 （一八〇六） 春から文政十二年 （一八三〇） までの二十四年間、常に上位にいる。そして天保へと続く。　『吉原細見』 上で遊女の世代交替を判断する場合、注目する遊女の名前が中断する場合や、降格に見える場合は、襲名があったと判断できる。しかし「粧ひ」においては、いつ代替わりをしたのかを、判定するのが難しい場合がある。ここで決め手として有力なのが、 『閑談数刻』 における記載内容と、複数の遊女絵に描かれた紋である。紋は、遊女絵の開板時期を決める上で また、妓楼のマネジメントを考察する上で有力な手段である
（２）
。 『閑談数刻』にあるよう
に、安政三年丙辰 （一八五六） に六十四歳 （数え年） と うことと、 【表２】 に示す 『吉原細見』 に 情報とから、 「粧ひ」は寛政五年 （一七九三） に生まれ、幼い頃から松葉屋において実の娘のように育てられ、そして、文化三 （一八〇六）春に十四歳で突き出されたということが判明した。合印は入山形 二つ 白丸であった。松葉屋 おける順位としては十一枚目でありながら、揚代は最高の一両である。松葉屋が、 「粧ひ」 に寄せた期待の大きさがうかがえる。　




















４Ａ・Ｂ】 。 「銀杏」 紋は 「奉納手拭い」 【図１Ｂ】 にも認められる。これらのことから、 「銀杏」 を紋とする 「粧ひ」 は、 『吉原細見』 の上で文化三年 （一八〇六） から文政二年 （一八一九） 秋まで在楼していることになる。　
文政三年 （一八二〇） 春に、 「きく」 を紋とする 「粧ひ」 の襲名が行われ、 筆頭となる。任期は短く、 文政五年 （一八二二）
秋の 『吉原細見』 までである。 「銀杏」 紋の 「粧ひ」 も、 「きく」 紋の 「装ひ」 も、どちらも松葉屋における順位は筆頭である。しかし、揚代は異なる。 【表２】 にあるように、 「銀杏」 紋の 「粧ひ」 の場合には一両であり、 「きく」 紋の 「装ひ」 は三分である。 【図５Ａ・Ｂ】 に、溪斎英泉筆の揃い物 「青楼七軒人 に描かれた、 「粧ひ」 と着物に る 「きく」 紋を示す。　「きく」 紋の 「装ひ」 の後を襲うのは、 「三つ柏」 紋の 「粧ひ」 である。文政六年 （一八二三） 春に四枚目揚代三分で突き出され、文政九年 （一八二六） 春 二枚目揚代一両まで出世して退楼して る。溪斎英泉筆 「曲中八契」 に描かれた、 「三つ柏」 紋の 「粧ひ」 を 【図６Ａ・Ｂ】 に示す。　文政九年 （一八二六） 春に 「朝顔」 紋の 「粧ひ」 が登場する。この 「粧ひ」 は、溪斎英泉筆 「新吉原夜桜」 に、 「朝顔」 紋の












 『閑談数刻』 にある 「粧ひ」 と酒井抱一、亀田鵬斎
　「銀杏」 紋の 「粧ひ」 は、酒井抱一や亀田鵬斎とも交流があった。当時、吉原近くの大音寺前に、駐春亭田川屋という料理屋があった。明治期の主人が文化から天保の頃の吉原について、聞き書きを纏めたとされる 『閑談数刻』 という書があり
（４）









































































人丸社は明治に廃されるが、歌碑は今でも浅草神社の境内に残されている（ 【図８】 ） 。当時、一流の文化人に接し、歌も詠め、書も達者であった 「粧ひ」だから作れた歌碑である。別な言い方をすれば、抱一や鵬斎からもその才能を見込まれていた、優れた女性であったということである。
「粧ひ」の人間力を示す逸話として、紹介したように刀で死のうとした客に意見して諭したことが二度あったとある。「粧ひ」 は、浅草鳥越の糸問屋 「嶋屋長右衛門」 に身請けされ、女房となっている。嶋屋長右衛門の名前を 【図９】 に示すよう 、文政七年 （一八二四） に刊行された 『江戸買物独案内』 に見つけられる。
　　　　
五
 文政の 「玉屋弥八内白玉」 と奉納手拭
　【図９】 は、近江屋平八を板元とし五渡亭国貞によって描かれた、 「四季の内」 と題する揃い物の一枚である。この揃い物は、 「春」 「夏」 「秋」 「冬」 の四種からなり、それぞれが三枚続きから成り立ってい 【図
10】 は 「夏」 三枚続きの










は 「桜」 紋が描き込まれている。 【図１Ａ】 に示す奉納手拭に描かれた 「白玉」 の紋は 「桜」 である。文化十一年 （一八一四）春に突き出され、文政二年 （一八一九） 秋の吉原細見を最後に退楼した 「白玉」 である。 「桜」 紋の 「白玉」 に代わって、文政三年 （一八二〇） 春に 「梅紋」 の 「白玉」 が襲名し、 「四季の内」 の中に描かれることになる。そして、 文政七年 （一八二四）の仮宅を最後に退楼したこと なる。　
ちなみに、さらにその後、文政十年 （一八二七） 秋に突き出された白玉の紋は、文政十二年 （一八二九） 秋に溪斎英泉
によって描かれた 「傾城江戸方格」 よれば花弁を五つデザインした梅である。　
このことから 「四季の内」 【図９】 の白玉の奉納手拭に描かれた桜の紋は、前任の白玉の紋を描いていることになる。
















が描き、文政八年 （一八二五） に伊勢屋半右衛門を板元として開板された、 揃い物 「曲中 （くるわ）八契」 の一枚 「玉屋内花かつら」 である。奉納提灯が大きく描かれた特徴的な絵である。提灯のかげに奉納手拭も描かれ いる。 「花かつら」 も信心深かった遊女と想像さ るが、成田山への寄進は見当たらない。　【図
12】 は、天保五年 （一八三四） に伊勢屋三次
















関係はないものと予想していた。しかしながら、この揃い物に名前のある 「松葉屋内粧ひ」 ならびに 「玉屋内白玉」 が、文化十一年 （一八一四） の成田山江戸出開帳に関して、遊女自身で寄進をしていることを見つけ、この絵が二人の遊女の信心深さを示しているものと、改めて認識できた。 「松葉屋内粧ひ」 については、 『閑談数刻』 に語られており、教養も智力も人間力も備えた優れた女性であることを理解できる。　















成田山新勝寺史料集編纂委員会 （ 『成田山新勝寺史料集』 第五巻、大本山成田山新勝寺、平成十年九月二十八日） 。
（４）
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